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広報とままえ　４月号　２頁

令
和
４
年
度
卒
業
式
・
卒
園
式
　

　
総
勢
64
名
の
卒
業
生
・
卒
園
生
が
、
お
世
話
に
な
っ

た
学
校
・
こ
ど
も
園
を
旅
立
ち
、
進
学
・
就
職
と

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。



広報とままえ　４月号　３頁



　苫前町（その他執行機関）機構図苫前町（その他執行機関）機構図令和５年４月３日現在令和５年４月３日現在

広報とままえ　４月号　４頁

苫前町（その他執行機関）機構図苫前町（その他執行機関）機構図　　　　　　　　　　　　　　苫前町(その他執行機関)機構図 令令和和５５年年４４月月１１日日現現在在

■町長部局
西川　宏樹 星野　幸太
三浦　希世志 田邊　杏子

課長 係係長長　　桧桧森森　　隼隼人人((兼兼))
成川　　敬 布市　光宏 八代　裕紀子

課課長長補補佐佐 北川　千絵
桧桧森森　　隼隼人人 係長　石田　尚克

課長補佐
鴨田　　誠 (社協へ出向)

本庄　早苗 阿部　涼太

室長 係長　宇佐美　知也
加賀谷　之治

坂本　政恵 戸川　恵介
福士　萌栞

課長 係係長長　　岩岩崎崎　　夕夕子子

島田　秀美 久保　元気 萬谷　亮太
主幹 長長澤澤　　ままゆゆみみ((再再任任用用))

田島　一史 係係長長　　工工藤藤　　純純司司((兼兼))
主主幹幹 下田　学 有野　唯人

町長 副町長 工工藤藤　　純純司司
福士　敦朗 小澤　哲也 係長　田島　一史(兼)

松浦　有恒 社会教育課職員(併)

支所長
森　　哲也(併)

福井　美穂 宇野　陽助 森森本本　　健健太太
新田　千佳子(兼) 宮前　香弥(兼)

課長 係長　名畑　克則(兼)
横野　宏和 中谷　伎利 久保　来華

課長補佐
名畑　克則 係長　安藤　麻里

保健師長　宮前　香弥
保健師長　新田千佳子

佐藤　由貴 入江　祐稀

課長 係長　川森　啓太
宮野　　亘

係長　助石　静治

今今野野　　雄雄一一 田中　稔久

課長 係長　佐藤　靖幸(兼)
本田　　毅

課長補佐
佐藤　靖幸

三上　修平 能登　孝貴 渡辺　教人
高田　和彦(兼) 佐藤　由貴(兼)

課課長長 係長　三好　康夫
星星　　　　輝輝美美((再再任任用用)) 岩岩本本　　壮壮生生((新新規規採採用用))

技師長
伊藤　　優 係長　古林　佑介

主幹
高田　和彦

係長　高田　和彦(兼)

川川村村　　高高((再再任任用用))

萩原　里美 室長 係長　萩原　里美(兼)
萩原　里美(兼)

総 務 係総 務 財 政 課

出 納 係出 納 室

風 力 発 電 係

管 理 係

技 術 係建 設 課

商 工 労 働 観 光 係商 工 労 働 観 光 課

水 産 林 務 係

農 政 係農 林 水 産 課

保 健 係

福 祉 係保 健 福 祉 課

環 境 生 活 係

古 丹 別 支 所

会 計 管 理 者

支 所 窓 口 係

税 務 係

住 民 係住 民 生 活 課

総 合 政 策 係総 合 政 策 室

財 政 係



　苫前町（その他執行機関）機構図苫前町（その他執行機関）機構図令和５年４月３日現在令和５年４月３日現在苫前町（その他執行機関）機構図苫前町（その他執行機関）機構図　　　　　　　　　　　　　　

  各課の直通番号
　   総務財政課：　６４－２２１１　　商工労働観光課：　６４－２２１２
　   総合政策室：　６４－２０４０　　建設課 　　：　６４－２３１５
　   住民生活課：　６４－２２１３　　子ども教育課　：　６４－２３８４
　   保健福祉課：　６４－２２１５　　社会教育課　　：　６５－４０７６
　   農林水産課：　６４－２３１４

広報とままえ　４月号　５頁

■教育委員会
阿部　拓矢
平平井井　　裕裕美美((再再任任用用))

教育長 課課長長 係係長長　　神神永永　　正正輝輝
開発　法起 宮宮前前　　伸伸之之

長野　陽一 下向　駿弥
松浦　有恒(併) 水水谷谷　　綜綜太太((新新規規採採用用))

課長 係長　佐藤　隆裕
森　　哲也

主幹
川森　和美

川森　和美(兼)

館長
森　　哲也(兼)

場場長長
宮宮前前　　伸伸之之((兼兼))

山田　閑子(任)

■農業委員会

局長 係長　小笠原伴実
宮野　　亘(併)

■議会事務局
桧森　隼人(併)

局長
平井　栄治

■監査委員

局長
平井　栄治(併)

■選挙管理委員会
総務財政課職員併任

局長 係長　桧森　隼人(併)
成川　　敬(併)

総務係事務局

事務局

事務局

事務局

子ども教育課 子ども教育係

社会教育係

苫前町学校給食共同調理場

公民館主事

農地係

公民館

古丹別小学校

社会教育課



まちのできごと

苫
前
小
学
校　

大
田
茉
実
さ
ん

　

林
野
火
災
予
防
作
品
優
秀
賞

　

苫
前
小
学
校
（
熊
倉
一
弘
校
長
）
５
年

生
の
大
田
茉
実
さ
ん
が
令
和
４
年
度
林
野

火
災
予
防
作
品
の
標
語
の
部
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
３
月
16
日
（
火
）
に
山
口
留
萌

振
興
局
副
局
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
が
行
わ

れ
た
。

　

大
田
さ
ん
は
「
小
五
の
間
に
賞
を
と
っ

た
の
は
初
め
て
な
の
で
嬉
し
い
」
と
話
し
、

そ
の
表
情
に
は
受
賞
の
喜
び
が
表
れ
て
い

た
。

　

大
田
さ
ん
の
標
語
は
こ
ち
ら

　
　

「
つ
な
げ
よ
う

　
　
　
　
　
　

山
の
緑
を

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

未
来
へ
と
」

全
道
中
学
生

　

道
税
ポ
ス
タ
ー
展
受
賞

　

第
37
回
全
道
中
学
生
の
税
を

テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
が
行

わ
れ
、
古
丹
別
中
学
校
（
西
條
直

志
校
長
）
２
年
生
の
秋
山
七
海

さ
ん
と
大
西
麗
桜
さ
ん
の
２
名
が

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
同
校
の
明
石

誠
太
く
ん
、
苫
前
中
学
校
の
芳
賀

友
香
さ
ん
と
佐
藤
由
奈
さ
ん
の
３

名
が
留
萌
振
興
局
長
賞
を
受
賞
し

た
。

　

今
回
の
結
果
を
受
け
て
秋
山
さ

ん
は
「
結
果
が
発
表
さ
れ
る
ま
で

ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。
今
回
は
自

身
が
あ
っ
た
」、
大
西
さ
ん
は
「
結

果
を
知
っ
た
と
き
、
声
に
な
ら
な

い
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
す
。

留
萌
振
興
局
長
賞
受
賞
の
３
名
も

同
様
に
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い

た
。　

　

さ
ら
に
今
回
は
、
道
税
ポ
ス

タ
ー
展
へ
の
取
り
組
み
が
顕
著
な

学
校
と
し
て
、
古
丹
別
中
学
校
が

北
海
道
知
事
賞
奨
励
賞
を
受
賞
。

美
術
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
梅
原

賢
伸
教
諭
は
「
こ
れ
ま
で
の
生
徒

の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
み
ん
な
で

取
っ
た
学
校
賞
だ
と
思
う
」
と
誇

ら
し
げ
に
話
し
て
い
た
。

古
丹
別
地
区
流
雪
溝

　 

設
備
更
新
要
望
書
を
提
出

　
３
月
16
日
（
木
）
流
雪
溝
苫
前
町
古

丹
別
流
雪
溝
管
理
運
営
協
議
会
会
長
の

平
田
日
出
夫
会
長
（
古
丹
別
連
合
町
内

会
長
）
よ
り
福
士
町
長
へ
流
雪
溝
施
設

設
備
更
新
の
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

古
丹
別
地
区
の
流
雪
溝
は
運
用
開
始

か
ら
26
年
経
ち
、
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
早
期
の
設
備
更
新
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
、
翌
17
日
に
は
、
施
設
設
備
の
共

同
設
置
者
で
あ
る
北
海
道
留
萌
振
興
局

長
と
留
萌
開
発
建
設
部
長
に
対
し
、
福

士
町
長
か
ら
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

広報とままえ　４月号　６頁



苫
前
の
空
に
凧
が
舞
う

　

第
48
回
苫
前
町
凧
あ
げ
大
会

　

２
月
26
日
（
日
）
凧
あ
げ
大
会
実
行
委
員
会
主
催
（
小
笠

原
宏
一
実
行
委
員
長
）
の
も
と
、
４
年
振
り
と
な
る
苫
前
町

凧
あ
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
例
年
、
本
大
会
の
会
場
と
し

て
い
た
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
今

回
は
苫
前
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
会
場
と
な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
対
策
と
し
て
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
、

総
勢
１
３
９
名
が
参
加
、
81
基
も
の
個
性
的
な
凧
た
ち
が
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
。

　

大
会
当
日
は
、
時
折
り
青
空
を
見
せ
つ
つ
も
、
断
続
的
に

吹
雪
と
な
る
悪
天
候
下
で
の
実
施
と
な
っ
た
。
強
風
に
あ
お

ら
れ
、
凧
の
操
作
に
苦
戦
す
る
中
、
親
子
・
小
学
生
の
部
で
は
、

家
族
と
協
力
し
て
高
く
揚
げ
よ
う
と
す
る
参
加
者
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
た
。

　

連
凧
の
部
に
は
、
２
組
の
参
加
が
あ
り
、
長
さ
１
０
０
ｍ

程
の
連
凧
が
舞
う
壮
観
な
光
景
は
、
見
て
い
る
人
々
か
ら
大

き
な
歓
声
を
受
け
て
い
た
。

　
　

部
門
別
の
首
位
は
次
の
と
お
り

親
子
の
部　
　
　
　
　
　

   
古
林　

大
剛
／
佑
介

小
学
１
・
２
年
生
の
部　

    

村
本　

健
真

小
学
３
・
４
年
生
の
部　

    

小
野
寺　

航
太

小
学
５
・
６
年
生
の
部　

    

木
村　

空

中
学
・
高
校
・
一
般
の
部   

岡
田　

絵
梨
子

大
凧
の
部　
　
　
　
　
　

   

苫
前
町
豊
饒
太
鼓
保
存
会

連
凧
の
部　
　
　
　
　
　

   

苫
前
商
業
高
等
学
校

広報とままえ　４月号　７頁

　２月 22 日（水）に雪氷熱鮮度保持施設
貯雪庫への雪搬入をハラダ工業株式会社苫

前支店（滝本和浩取締役苫前支店長）が実

施していただきました。

　ありがとうございました。

　２月 24 日（金）に「ななかまどの館」の
敷地内排雪作業を古丹別川大規模特定河川

工事を実施の株式会社堀口組（堀口哲志代

表取締役社長）が実施していただきました。

　ありがとうございました。

地域社会貢献活動



広
報
と
ま
ま
え
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
今
月
号
か
ら
広
報
と
ま
ま
え
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
の
施
策
や
イ
ベ
ン
ト
、
日
常
風
景
な
ど
、
さ

ら
に
詳
し
く
、
魅
力
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

広報とままえ　４月号　８頁

お問合せ：総合政策室（☎ 64-2040）



  表紙のデザインを刷新！
　　

　
新コーナーの開設！

　

ページ構成を見直し！

　

　　
見やすく・読みやすく！

　

２ １

３４

広報とままえ　４月号　９頁

　写真を主体として、デザインを

シンプルに刷新しました。

　文字や写真を大きく載せ、より読

みやすい書体で。

　また、全ページがフルカラーにな

り、よりリアリティがある写真、明

るい広報を目指します。

　「健康ばんざい」や「住まいる

情報」などの構成を見直し、知り

たい情報を見つけやすくします。

　町内の様々な人・イベント・風景

などに注目し、苫前の魅力をさらに

発信します。

⤵⤵



●後期高齢者の健康診査●後期高齢者の健康診査

【対象】後期高齢者医療制度の被保険者

【目的】生活習慣病の予防や早期発見。

　生活習慣病の初期には、痛みや具合の悪

さなど自覚症状のないことが多く、目に見

えないところで進行していたり、合併症が

現れると、介護が必要となるリスクが高く

なるため健診を受けて自身の状態を知って

おきましょう。

健康ばんざい・国民健康保険ガイド健康ばんざい・国民健康保険ガイド

広報とままえ　４月号　10 頁

特定健康診査は無料で受診できる（一部の方有料）

苫前町の特定健診の受診率が、国の目標とする受診率を大きく下回って
います。
　今後も国が目的とする受診率を達成できなかった場合、苫前町の国民健

康保険税が上がるなどの影響が考えられます。

　このため、苫前町国保に加入している 40 歳以上の皆さまには、年１度

特定健診の受診をお願いしております。

再検査・精密検査受けていない方はお早めに

自覚症状がなくても、再検査や精密検査の指示があれば、次の健診を待

たずに医療機関を受診し。医師と治療が必要かどうか相談しましょう。

　町では、健診後、個人それぞれにあった健康づくりのため、保健師や管

理栄養士が面談等を行い、サポートします。

特定健診の受診率向上にご協力ください

年一回の受診を　通院中も受診できる年一回の受診を　通院中も受診できる

健康管理には特定健康診査を受診しましょう健康管理には特定健康診査を受診しましょう

●特定健康診査●特定健康診査

【対象】40 ～ 74 歳までの医療保険加入者

が対象。町では、苫前町国保の被保険者

【目的】糖尿病等の生活習慣病の予防とそ

の有病者に予備軍の減少。

メタボリックシンドロームに着目した健

診ですが、動脈硬化など血管の老化を発

見るなど自分の血管について知ることにも

役立ちます。

健診の検査料金は１万円ほどかかりますが、町では 40 ～ 74 歳の苫前両

国保の加入者と、後期高齢者健康診査の対象である後期高齢者医療制度加

入者は、無料で受診できます。

　30 歳代の町民は加入している医療保険の種類に関わらず無料で、特定健

診と同等の検査を受けることができます。

令和５年度の集団健康診査日程等

につきましては、P13「住まいる

情報」へ掲載しておりますので、

そちらをご覧ください。

お問合せ

苫前町保健福祉課

電話：６４－２２１５



お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　☎ 64-2215

音 方法と効果
くちびるをしっかり閉じ、破裂させるように開いて発音する

●くちびるを閉じる力をつける

　食べ物を口の中に取り込んだり、こぼさないように口を閉じる運動に必要

な力

舌先を上の前歯の裏につけ、それを離して発音する

●舌の前方への動きを鍛えます

　舌を使って食べ物を取り込み、それを口の奥に運ぶときに使われる動き

のどの奥に力を入れて、のどを閉めることで発音する

●舌の後方への動きを鍛えます

　のどまで運ばれた食べ物を舌を使ってさらに食道へ運ぶために使われる動

き

舌を上あごにつけ、勢いよく後ろに離して出す

●舌の上方への動きを鍛える

　舌を使って「ごっくん」と飲み込むときに使われる動き

★口の老化予防ではつらつと

　口腔機能には、「かみ砕く・飲み込む」「唾液を分泌する」「言葉を発する」「表情を表す」

など役割があります。口腔機能を維持することは、身体の健康だけでなく、人や社会

と交流し、自立した生活に欠かせません。

　

　また、かみ合わせがしっかりできる人は、できない人に比べて身体の動かす能力が

高い傾向があります。身体の運動をしている人は、口のかみ合わせができているとよ

り効果が高まります。義歯が合っていない、痛みがある場合は、早めに歯科受診をし

て治療の必要がないか確認するようにしましょう。

地域包括ケアだより地域包括ケアだより

パ

カ

ラ

●口の体操に挑戦

　次の体操を「パパパパパ」「タタタタタ」「カカカカカ」「ラララララ」「ラララララ」

と一音を５回ずつ、「パタカラ」・・・と５回ずつ表にある、方法を意識して発声して

みましょう。食事の前に行うと、唾液の分泌が増えて、誤嚥の予防に効果があります。

　日ごろから口の老化予防により組みましょう。

タ
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学びの広場
■苫前町郷土資料館・考古資料館

開館機関 ５月１日～ 10 月 31 日

開館時間 10：00 ～ 17：00 

入館料
区分 小・中学生 高校生・一般

個人
町内 50 円 100 円
町外 100 円 310 円

団体 10 人以上３割引（10 円未満切捨）

※小学校就学前児童無料

休館日 月曜日（夏休み期間中は無休）

※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日

■苫前町 B＆ G海洋センタープール

開館機関

開館時間

※５・６・９月の平日は夜間のみ、土日祝日は午前・午後

使用料

区分
小・中学生 高校生 一般

１回 シーズン券 １回 シーズン券 １回 シーズン券
町内 50 円 520 円 100 円 1,040 円 210 円 2,090 円
町外 100 円 520 円 210 円 1,040 円 310 円 3,140 円

休館日 月曜日　※月曜日が祝日の場合は午前・午後

■苫前町野球場

開設期間　5月 1日 (月 )～ 10 月 31 日 ( 火 )

開設時間　9:00 ～ 21:00

照明使用料　20 分 320 円

■パークゴルフ場（苫前 ･古丹別）
開設期間　5月 1日 (月 )～ 10 月 31 日 ( 火 )

開設時間　6:30 ～日没

用具貸出  苫前町スポーツセンター

苫前町郷土資料館

※それぞれ閉館時間までに返却してください。

～チャレンジデー２０２３開催～
対戦日：５月３１日（水）苫前町（２１回目）ＶＳ 秋田県藤里町（１０回目）

　苫前町は今年度もチャレンジデーに参加します。今回の対戦相手は秋田県藤里町です。皆さ

まが生涯健康に過ごすことができる第一歩として、１５分間体を動かし、勝利を目指して頑張

りましょう！
　

　■参加対象
　　町民はもちろん、苫前町に通勤・通学をされている方、苫前町を観光されている方も対象　

　です。

　■実施方法

　　５月３１日（水）の午前０時から午後９時の間に、自宅や

　職場、スポーツ施設等好きな場所で１５分間以上続けて行った

　運動やスポーツであればどのような競技でも構いません。

　全国共通イベントも実施予定ですので是非参加してください。

　詳しくは別途チラシ等でお知らせいたします。

　　※チャレンジデーは２０２３年を最後に終了となります。※チャレンジデーは２０２３年を最後に終了となります。 昨年の様子
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～あなたの学びを応援します～

苫　前　町　公　民　館苫　前　町　公　民　館
電話　65-4076　FAX　65-3220

Email　shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

　Information　　　　　　　　住まいる情報
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広報とままえ　４月号　13 頁

留萌信用金庫古丹別支店　～店舗移転のお知らせ～

　留萌信用金庫古丹別支店（首藤靖裕支店長）は、２０２３年４月２８日（金）

をもって、現店舗での営業を終了し、２０２３年５月１日（月）より苫前町公

民館内へ移転します。

　店舗移転に伴う店舗名（店番号）、口座番号等に変更はございません。通帳・

キャッシュカード等はそのままご利用できます。

また、営業時間等についても下記のとおり変更はございません。

電話番号：０１６４－６５－４１４１

営業時間：【午前】　 ９：００～１２：３０

【午後】１３：３０～１５：００

※１２：３０～１３：３０は窓口を閉鎖しております。

　ATM 稼働時間：【平日】９：００～１７：００

※ ATM コーナーについても併せて公民館内に移転となります。

特定健康診査日程について

●令和５年度の集団健康診査日程

６月１７日（土）苫前町公民館

９月３０日（土）苫前地区コミュニティセンター

１０月１日（日）苫前町公民館

※申込方法などの詳細は、健診日１か月前の各戸配布等をご覧ください。

２　個別検診

 上記日程で都合の悪い方は、次の医療機関で個別検診が受診可能です。

・苫前クリニック（苫前）　 ☎０１６４－６４－９０７０

・苫前厚生クリニック（古丹別）　 ☎０１６４－６５－３５３５

・北海道立羽幌病院（羽幌）　 ☎０１６４－６２－６０６０

１　集団検診
　肝炎ウイルス健診やエキノコックス症健診も同日受診可能。

　さらに９・１０月は胃・肺・大腸がん検診も同日受診可能。

　社会保険被扶養の方は、受入要件であるため事前に保健福祉課（64-2215）

まで、お問合せください。
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　Information　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住まいる情報

注意！収集できないごみについて
　最近、収集できない下記の物がごみステーション
に放置される事案が多発しております。

家電製品、消火器、

ガスボンベ、

タイヤ、バッテリー等

　これらのごみは排出する人が責任をもって関係機関、許可業者、販売

店と協議して適正に処理しなければなりません。

　処分方法がわからないごみは、分別収集マニュアルを参照、または

役場住民生活課環境生活係にお問い合わせください。

【問合せ先】苫前町　住民生活課環境生活係（☎：64-2213）

　「分別収集マニュアル」を紛失してしまった場合は、苫前町役場又は古丹

別支所で配布していますので、住民生活課環境生活係までご連絡ください。

苫前町の農地賃借料について

締結 (公告 )された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

苫前町
基盤整備地域 8,900 12,000 5,000 35

未整備地域 7,700 11,000 5,000 27

1　田（水田・転作田）の部

締結 (公告 )された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

苫前町 苫前町全域 3,100 5,000 2,000 76

２　畑（普通畑）の部

　令和４年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）

は、以下のとおりとなっております。

令和５年３月 20 日

苫前町農業委員会



　Information　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住まいる情報
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町内予定
４月
　

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニックよりお知らせ

歌謡ショー歌謡ショー

　演歌歌手　窪田　みゆき　演歌歌手　窪田　みゆき

午前１１時午前１１時

予興・催しもの予興・催しもの

🌸

パフォーマンスショー　豊饒太鼓パフォーマンスショー　豊饒太鼓

カラオケ大会カラオケ大会

🌸

🌸

団体申込受付をいたします団体申込受付をいたします
　会場準備の都合上、団体の方々は団体名と人数を　会場準備の都合上、団体の方々は団体名と人数を

５月１日までに事務局へ知らせてください。５月１日までに事務局へ知らせてください。

連絡先連絡先
　　苫前町公民館内古丹別連合町内会事務局苫前町公民館内古丹別連合町内会事務局

　☎　６５－３３１１　☎　６５－３３１１

　特設コーナーでは特設コーナーでは

　商工会青年部や苫前商業高校生　商工会青年部や苫前商業高校生

などにより、様々な飲食物が提供などにより、様々な飲食物が提供

されます。されます。

皮膚科　外来日は
　５月：１０日（水）

午前
　診療時間：8：30 ～ 12：00
　受付時間：8：00 ～ 11：30
午後
　診療時間：13：30 ～ 15：00
　受付時間：13：00 ～ 14：30

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なんで
も相談」
内科の予約診療です
日程：５月 17 日（水）

※
診
察
に
は
事
前
の
予
約
が　

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

電
話
で
の
診
療
予
約
も
で　

　

き
ま
す
。

午前・午後とも予約制です。

ご希望の方は電話でお気軽に

おたずねください。

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎ 65-3535）

午後２時３０分午後２時３０分～～

　29日 ( 土 ) 昭和の日昭和の日
　　　　　   第 1 回苫前町少年少女体験教室

５月７日（日）５月７日（日）

第４９回　さくらまつり第４９回　さくらまつり

と
ま
お
く
ん
も

と
ま
お
く
ん
も

来
る
よ

来
る
よ

５月
　　23 日 ( 日 ) 苫前町長・町議会議員選挙

　24 日 ( 月 ) 古丹別地区防火パレード

　25 日 ( 火 ) 苫前地区車両防火パレード

　28 日 ( 金 ) とままえ温泉ふわっとリニューアル

　　　　　　オープン・道の駅直売所完成式典

　10 日（水）乳児検診（公民館）

　12 日（金）健康相談（公民館）



北海道苫前町議会 2023 ～住民の意見を行政に～
議会報発行
特別委員会

委員長

西　　大志

副委員長

伊藤まち子

委　員

村本　隆

早川日出利

議会だより No.131
苫前郡苫前町字旭 37 番地の１

令和５年　第 1回定例会

一般会計

　　　 42 億 3,166 万 9 千円

特別会計

    　　　 15 億 8,980 万円

総額 58 億 2,146 万 9 千円

令
和
５
年
度
各
会
計
予
算
可
決
!!

　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
16
日
の

10
日
間
と
決
め
、
開
会
初
日
に
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正

予
算
６
件
、
報
告
１
件
、
そ
の
他
１
件
を
可
決
し
た
。

　

引
き
続
き
令
和
５
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
６
件
の
説
明
の
あ
と
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
間
は
議
案
精
査
の
た
め

休
会
と
し
た
。
14
日
に
再
開
、
３
名
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
あ
と
、
予
算
特

別
委
員
会
に
て
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
議
を
行
っ
た
。
翌
15
日
に
令
和
５
年
度

一
般
会
計
ほ
か
各
特
別
会
計
６
件
、
条
例
２
件
、
発
議
１
件
を
可
決
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
発
議
３
件
を
追
加
し
会
期
を
１
日
残
し

15
日
に
閉
会
し
た
。

国民健康保険特別会計　　４億６，１５０万１千円　　

介護保険特別会計　　　　４億２，５２１万５千円

後期高齢者医療特別会計　　　６，５２５万８千円

簡易水道事業特別会計　　１億６，３０２万１千円　　　　

下水道事業特別会計　　　３億６，４１３万２千円　　　

風力発電事業特別会計　　１億１，０６７万３千円　　

特 別 会 計 予 算

令和５年度　主な事業
●消防古丹別支署庁舎改築工事

　基本実施設計業務委託

●ごみ収集車更新事業

●浄水場耐震化補強詳細設計業務委託

●町有林人工造林工事

●三角点スキー場照明改修工事

●製氷用エバコン改修事業補助金

●商工会館外壁等改修事業補助金

●苫前漁港港内蓄養実証業務委託

商
工
会
館
外
壁
等
改
修
事
業

製
氷
用
エ
バ
コ
ン
改
修
事
業
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令
和
４
年
度

各
会
計
補
正
予
算
可
決
‼

一般会計　補正額　　７億５，８３４万１千円

　　　　　総　額　６８億６，０４７万９千円

国民健康保険特別会計補正額　　　  ３８７万９千円減額

　　　　　　　　　　　（総額：４億７,１２５万７千円）

介護保険特別会計補正額　　　　３,１５０万５千円減額

　　　　　　　　　　　（総額：４億３,３２０万７千円）

後期高齢者医療特別会計補正額　　 ７６８万６千円減額

　　　　　　　　　　　（総額：    ６, ２００万５千円）

簡易水道事業特別会計補正額　　　 ２３６万８千円追加

　　　　　　　　　　　（総額：１億３,８３６万７千円）

下水道事業特別会計補正額　　 ２,０４７万８千円減額

　　　　　　　　　　　（総額：１億８,３２１万２千円）

風力発電事業特別会計補正額　　 １,４４３万４千円追加

　　　　　　　　　　　（総額：     １億２,６６０万円）

【
主
な
議
案
と
質
疑
】

質
　
西
　
議
員

　
臨
時
財
政
対
策
債
を
繰
り
上
げ
償

還
す
る
意
図
は
な
に
か
。

答
　
成
川
総
務
財
政
課
長

　
目
的
は
財
政
基
盤
の
強
化
で
あ
る

が
、
特
に
公
債
費
の
圧
縮
を
図
っ
た
。

質　

西　

議
員

　

財
政
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
柔
軟

性
が
生
ま
れ
る
が
、
今
後
の
予
算
措

置
な
ど
総
合
振
興
計
画
と
整
合
し
た

財
政
計
画
が
必
要
。
借
入
先
と
な
っ

て
い
た
地
元
の
指
定
金
融
機
関
と
の

兼
ね
合
い
も
考
慮
し
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。
ま
た
、
住
民
と
の
情

報
の
共
有
化
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

答　

成
川
総
務
財
政
課
長

　

起
債
は
、
政
府
系
の
資
金
が
多
い
。

地
元
の
金
融
機
関
で
対
応
可
能
な
借

入
れ
に
つ
い
て
は
配
慮
し
て
い
く
。

答　

加
賀
谷
総
合
政
策
室
長

　

様
々
な
計
画
の
策
定
過
程
で
は
議

論
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
後
の
執
行
、

検
証
で
は
議
論
不
足
な
点
は
あ
る
が

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、
情
報

の
共
有
化
を
し
っ
か
り
と
進
め
た
い
。

質　

西　

議
員

　

に
こ
に
こ
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
減

額
補
正
が
見
ら
れ
る
が
、
利
用
者
の

実
態
、
申
請
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

減
額
と
な
っ
た
要
因
は
、
コ
ロ
ナ

禍
よ
る
利
用
控
え
も
あ
る
。
申
請
人

数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

質　

西　

議
員

　

が
ん
検
診
の
数
が
減
っ
て
い
る
中

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
影
響
な
ど
を

考
え
る
と
、
今
後
、
検
診
や
相
談
な

ど
積
極
的
な
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

検
診
受
診
者
は
、
回
復
傾
向
に
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々
な
影
響

が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
機
会

を
確
立
し
、
受
診
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

質　

西　

議
員

　

介
護
給
付
費
の
減
額
は
、
給
付
の

量
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
量
と
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
た
か
ら
か
。

ま
た
、
介
護
認
定
に
お
け
る
検
証
も

必
要
か
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
新
設
さ
れ
た
事
業

所
の
入
所
な
ど
予
定
し
て
い
た
状
況

に
変
化
が
生
じ
た
。
介
護
認
定
に
つ

い
て
現
状
で
は
課
題
な
ど
は
な
い
。

質　

早
川
議
員

　

社
会
福
祉
士
の
採
用
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
に
支
障
は
き
た
さ
な
か
っ
た
の
か
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

年
度
を
通
じ
て
採
用
募
集
を
行
っ

た
が
、
採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
的
な
支
障

は
な
く
業
務
に
あ
た
っ
て
き
た
。

【
債
権
放
棄
の
報
告
】

町
営
住
宅
使
用
料
４
名
50
件
分
、
時

効
期
間
を
経
過
し
回
収
見
込
み
が
な

い
た
め
、
債
権
を
放
棄

金
額　

３
５
３
千
２
９
０
円

【
町
道
路
線
の
変
更
】

上
小
川
防
災
ダ
ム
へ
通
じ
る
路
線
を
、

道
路
欠
損
と
今
後
使
用
し
な
い
と
の

確
認
が
さ
れ
た
た
め
、
小
川
線
の
延

長
を
２
６
０
１
・
５
ｍ
に
路
線
を
変
更

令和４年度補正予算　 　
令
和
４
年
度
の
補
正
の
主
な
も
の
は
臨
時
財
政
対
策
債
の

繰
上
償
還
に
お
よ
そ
９
億
円
の
ほ
か
、
各
特
別
会
計
で
減
額
、

追
加
補
正
を
お
こ
な
っ
た
。
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と

お
り
。
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一般
質問

Q協力隊員募集の検証と隊員の支援を

A協力隊採用へ情報発信強化

令和５年３月定例会

　
苫
前
町
に
お
い
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
現
在
も
募
集
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
応
募
も
無
く
、
過
去
に
は
在
籍
し
て

い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
成
果
も
見
え
ず

定
着
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

近
隣
町
村
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
在
籍
し
、
管
内
５
市
町
村
で
17
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
苫
前
町
に
は
応
募

者
が
無
く
定
住
に
も
至
ら
な
い
の
か
、
原

因
を
分
析
し
検
証
で
き
て
い
る
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
移
住
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
隊

員
は
昨
年
度
全
国
で
6
千
人
を
超
え
、
総

務
省
は
隊
員
を
令
和
８
年
ま
で
に
１
万
人

に
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
、
イ
ン
タ
ー

ン
を
行
う
自
治
体
の
予
算
面
で
の
補
助
や

研
修
会
の
実
施
な
ど
取
組
を
強
化
し
て
い

る
。
今
こ
そ
、本
町
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
る
。

　

農
林
水
産
分
野
で
は
新
規
参
入
者
を
、

福
祉
分
野
で
は
高
齢
者
の
見
守
り
や
住
民

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
住
民
支
援

を
、
商
工
分
野
で
は
加
工
等
地
場
産
品
の

開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
、
社
会
教
育
で
は

学
習
支
援
や
部
活
動
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ

支
援
な
ど
、
苫
前
町
で
活
躍
し
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
。

　

新
年
度
、
担
当
課
で
は
施
策
も
検
討
中

で
あ
る
よ
う
だ
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

新
し
い
血
を
受
け
入
れ
、
新
陳
代
謝
を
高

め
、
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
苫
前
再
生
に
向
か
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
、
行
政
と
町

民
が
共
に
協
力
し
あ
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
地
方
創
生
の
成
功
法

則
で
あ
る
「
若
者
・
ば
か
者
・
よ
そ
者
」

論
で
あ
る
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う

「
よ
そ
者
」
が
、
苫
前
の
住
民
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
う
。

し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
隊
員
も
、
本
町
へ

定
住
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
隊
員
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
も
あ
る
が
、
本
町
が
隊
員
に
期
待

し
て
い
る
こ
と
と
、
隊
員
が
取
り
組
み
た
い

こ
と
と
の
擦
り
合
わ
せ
が
十
分
に
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

委
嘱
す
る
ば
か
り
で
、
行
政
が
率
先
し
て
、

地
域
や
関
係
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、
隊
員
の

活
動
を
し
っ
か
り
と
支
援
す
る
体
制
を
構
築

で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
定
住
に
至
ら

な
か
っ
た
要
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
31
年
度
以
降
も
、
応
募
者
が
希
望
す

る
活
動
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
た

募
集
や
、
特
産
品
開
発
や
ふ
る
さ
と
納
税
支

援
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
を
提
示
し
て
の
募

集
な
ど
の
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、
本
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
一
般
社
団
法
人
「
移
住
・

交
流
推
進
機
構
」
が
運
営
す
る
募
集
サ
イ
ト

で
の
周
知
を
実
施
し
た
が
、
採
用
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

総
務
省
は
、
隊
員
数
を
1
万
人
と
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
へ

の
定
着
率
を
高
め
る
た
め
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
と
い
っ
た
仕
組
み
を
設
け
る
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
募
集
経
費
に
対

す
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
を
行
う
と
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
有
効
的
に
活
用
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

福
士
町
長

　
我
が
町
の
新
し
い
取
組
を
積
極
的
に
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
て
し
ま
っ
た

人
の
流
れ
、
人
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
、
さ

ら
に
は
各
種
会
合
な
ど
を
取
り
戻
し
て
行
く

動
き
に
合
わ
せ
て
、
効
果
的
に
情
報
発
信
し
、

多
く
の
方
々
に
本
町
に
対
し
て
の
興
味
や
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
応
募
に
も
相

乗
効
果
を
生
み
出
す
も
の
と
考
え
る
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
担
い
手
が
不
足
し
て

い
る
中
、
本
町
の
新
し
い
取
組
や
、
様
々
な

場
面
で
、
協
力
隊
員
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
に
は
隊
員
の
定
住
に
向
け
て
、

行
政
と
し
て
も
、
改
め
て
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

　

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
都

市
地
域
か
ら
、
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地

域
に
住
民
票
を
異
動
し
、
生
活
の
拠
点
を
移

し
た
方
を
、
地
方
公
共
団
体
が
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、
隊
員
が
一

定
期
間
、
地
域
に
居
住
し
て
、
地
域
お
こ
し

の
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民

の
生
活
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
取
組
み
。

　
　
　
　
伊
藤
議
員

質　

問

答　

弁

　
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
２

名
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

１
名
、
合
わ
せ
て
、
３
名
の
隊
員
が
在
籍
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一般
質問

Q農業の各課題と対応は

A関係団体とともに協議をしていく

　
昨
年
一
年
間
の
総
括
を
す
れ
ば
全
道
農

業
で
の
借
入
金
総
額
３
０
０
億
円
の
う
ち

90
％
、
２
７
０
億
円
が
酪
農
経
営
体
へ
の

貸
付
、
４
千
７
０
０
戸
の
酪
農
家
数
、
一

経
営
体
当
た
り
５
７
０
万
円
の
負
債
増
加
、

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

今
後
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
村
本
議
員

質　

問

答　

弁

福
士
町
長

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
乳
の
需
要

の
減
退
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

発
端
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
や
食
糧
危

機
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
高
騰
、
急
激
な
円

安
に
伴
い
、
輸
入
に
依
存
す
る
燃
油
や
肥

料
・
飼
料
価
格
な
ど
の
高
騰
に
も
拍
車
を

か
け
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
国
は
食
糧

危
機
を
踏
ま
え
、
国
産
の
農
畜
産
物
を
仕

向
け
る
仕
組
み
を
作
り
、
農
業
基
本
法
改

正
の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
る
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、
牛
乳
乳
製
品
の
消

費
拡
大
や
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
の

活
用
や
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊
急
特
別
対

策
支
援
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
北

海
道
町
村
会
と
し
て
、
鈴
木
知
事
に
対
し
、

　
酪
農
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な

支
援
の
実
施
な
ど
強
く
要
望
を
し
た
。

　
町
も
優
良
後
継
牛
確
保
推
進
事
業
な
ど
、

営
農
経
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
を

展
開
し
て
き
た
。　

　
　
　

村
本
議
員

質　

問

　
肥
料
価
格
の
高
騰
が
生
産
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
は
労
働
力
不
足
等
に
よ
る
、
土
地
利
用

型
の
畑
作
物
の
作
付
け
面
積
が
増
加
し
て

い
く
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
に
向
け
て
今

後
の
輪
作
体
系
の
在
り
方
、
地
力
維
持
へ

向
け
て
の
堆
肥
の
有
効
利
活
用
の
考
え
は
。

答　

弁

 

畑
作
物
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
小
麦
、
大

豆
を
主
要
作
物
と
し
て
、
カ
ボ
チ
ャ
や
高

収
益
作
物
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
輪
作
体

系
を
考
慮
し
な
が
ら
作
物
生
産
を
行
っ
て

き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
重
要
と
な
る
土
づ
く
り
に
関
し
て
、
か

ね
て
よ
り
農
業
支
援
対
策
事
業
や
、
国
の

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
を
活

用
し
、
支
援
し
て
き
た
。
水
稲
を
含
め
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
品
目
に
お
い
て
減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
と
し
た
イ
エ
ス
！
ク
リ
ー
ン

の
認
証
や
特
別
栽
培
に
取
組
む
こ
と
で
、

有
利
販
売
に
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
と
評

価
を
し
て
お
り
、
と
ま
ま
え
メ
ロ
ン
に
つ

い
て
は
、
本
年
１
月
特
許
庁
の
地
域
団
体

商
標
を
取
得
す
る
な
ど
、
土
づ
く
り
か
ら

福
士
町
長

令和５年３月定例会

の
取
組
は
、
実
需
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受

け
、
先
進
的
な
農
業
を
推
進
し
て
い
る
と
認

識
を
し
て
い
る
。
畑
作
物
の
生
産
に
つ
い
て

は
、
小
麦
、
大
豆
を
主
要
作
物
と
し
て
、
カ

ボ
チ
ャ
や
高
収
益
作
物
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
輪
作
体
系
を
考
慮
し
な
が
ら
作
物
生
産
を

行
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
重
要
と
な
る
土
づ
く
り
に
関
し
て
、

か
ね
て
よ
り
農
業
支
援
対
策
事
業
や
、
国
の

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
を
活
用

し
、
支
援
し
て
き
た
。
水
稲
を
含
め
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
品
目
に
お
い
て
減
農
薬
、
減
化
学

肥
料
と
し
た
イ
エ
ス
！
ク
リ
ー
ン
の
認
証
や

特
別
栽
培
に
取
組
む
こ
と
で
、
有
利
販
売
に

結
び
つ
け
て
い
る
も
の
と
評
価
を
し
て
お

り
、
と
ま
ま
え
メ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
本
年

１
月
特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標
を
取
得
す
る

な
ど
、
土
づ
く
り
か
ら
の
取
組
は
、
実
需
者

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、
先
進
的
な
農
業

を
推
進
し
て
い
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
今

後
関
係
団
体
に
お
い
て
、
堆
厩
肥
の
有
効
活

用
の
た
め
、
資
源
循
環
に
係
る
考
え
方
を
率

先
し
て
定
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
、
そ
の
実

現
の
た
め
、
機
械
・
施
設
の
導
入
等
、
補
助

事
業
の
活
用
の
際
に
は
、
町
と
し
て
必
要
な

対
応
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
と
も
に
協
議

を
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
農
作
業
形
態
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

で
、
条
件
の
不
利
な
農
地
管
理
に
は
過
度

な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
農
地
の
考
え
と
し
て
、
行
政
の
方
向
性

や
働
き
か
け
等
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
村
本
議
員

質　

問

答　

弁

福
士
町
長

　
水
田
の
畑
地
化
に
伴
う
資
産
評
価
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
交
付
対
象
水
田
か

ら
の
除
外
で
あ
り
、
税
法
上
の
地
目
変
更

が
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
資
産
評
価
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
農
作
業

体
系
も
大
き
く
変
わ
り
、
一
戸
当
た
り
の

経
営
面
積
が
増
加
す
る
中
、
機
械
の
大
型

化
等
に
よ
り
、
沢
地
な
ど
の
条
件
不
利
地

で
耕
作
を
続
る
こ
と
は
、
大
変
な
労
力
で

あ
る
。
国
は
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交

付
金
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
農
地

中
間
管
理
事
業
な
ど
に
よ
り
農
地
を
守
る

べ
く
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
町
と
し
て

も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
穀
類
乾
燥

調
整
施
設
の
建
設
な
ど
支
援
を
続
け
、
今

回
の
穀
物
サ
イ
ロ
の
増
設
も
、
農
地
の
遊

休
化
防
止
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。　

ま
ず
は
農
業
委
員
会
で
、
具
体

策
を
協
議
を
い
た
だ
き
、
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
施
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。
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磯
崎
議
員

質　

問

一般
質問

Q大震災による津波が発生した時の避難は

A町道苫前３丁目線を活用して役場 ・ コミセンへ

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
経
過
、

そ
の
後
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
大
震

災
に
よ
る
津
波
が
発
生
し
て
い
る
。
苫

前
町
も
沿
岸
部
に
集
落
が
点
在
し
て
お

り
津
波
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
地

区
町
内
会
長
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、

①
下
町
か
ら
上
町
に
住
民
を
移
動
さ
せ

る
②
車
の
あ
る
人
は
車
で
、
車
の
無
い

人
は
町
内
会
で
上
町
ま
で
運
ぶ
③
下
町

か
ら
運
び
上
げ
た
住
民
を
上
町
町
内
会

個
人
宅
に
避
難
さ
せ
て
い
た
だ
く
④
冬

期
間
の
場
合
、
町
の
避
難
所
が
開
設
す

る
ま
で
の
時
間
一
時
的
に
預
か
っ
て
く

れ
る
体
制
を
作
る
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
た
、
港
町
内
会
65
名
が
避
難
し
た

場
合
、
町
で
備
蓄
し
て
い
る
災
害
用
の

緊
急
食
糧
等
は
供
給
で
き
る
の
か
。
町

主
催
の
防
災
研
修
会
の
開
催
予
定
は
あ

る
の
か
。

答　

弁

福
士
町
長

　
自
力
避
難
が
困
難
要
援
護
者
の
災
害
時
救

済
策
は
、
全
国
的
に
も
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
も
、
家
族
に

構
わ
ず
自
分
一
人
で
も
逃
げ
る
行
動
で
あ
っ

て
も
、
地
域
全
体
の
生
存
者
を
増
や
す
と
い

う
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
て
お
り
、
最
も
優
先

的
行
動
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

①
及
び
②
の
要
援
護
者
救
護
に
つ
い
て
は
、

現
実
的
に
は
不
測
時
に
お
い
て
極
め
て
短
時

間
で
の
救
護
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
常
在
マ

ン
パ
ワ
ー
の
有
無
、
責
任
の
所
在
な
ど
も
含

め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
確
実
な
計
画
実
行

は
相
当
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
古
く
か
ら
の
隣
近
所
の
つ
な
が
り

の
強
い
人
情
味
厚
い
地
区
で
あ
る
た
め
、
共

助
が
地
区
に
根
付
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い

る
。
津
波
災
害
時
の
場
合
、
近
所
同
士
、
手

近
か
な
車
両
な
ど
、
限
ら
れ
た
人
材
・
資
源

を
臨
機
応
変
に
用
い
て
の
避
難
行
動
と
な
る

の
が
現
実
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
も
支
援

し
な
が
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
く
こ

と
が
肝
要
と
考
え
る
。
今
後
町
内
会
も
交
え

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

実
際
の
避
難
は
、
町
道
苫
前
３
丁
目
線
な

ど
を
通
じ
て
高
台
へ
向
か
う
こ
と
と
な
る

が
、
一
気
に
避
難
路
の
頂
上
を
目
指
さ
な
い

ま
で
も
、
海
抜
８
ｍ
付
近
ま
で
歩
み
を
進
め

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
一
歩
ず
つ
安
全
な

高
さ
を
確
保
す
る
こ
と
が
肝
要
と
認
識
し
て

い
る
。

　
③
及
び
④
の
民
家
へ
の
一
時
避
難
や
避
難

所
開
設
は
、
現
実
的
に
避
難
者
動
線
と
し
て

整
理
し
た
場
合
、
苫
前
町
役
場
及
び
苫
前
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い

た
だ
く
の
が
現
実
的
な
流
れ
に
な
る
と
予
想

し
て
い
る
。
役
場
へ
の
職
員
招
集
と
同
時
に

避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

町
内
会
個
人
宅
に
仮
避
難
と
い
う
こ
と
の
必

要
性
は
薄
い
と
考
え
る
。
避
難
所
に
お
い
て

は
、
町
で
備
蓄
し
て
い
る
緊
急
食
糧
は
供
給

可
能
な
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
避
難
者
や
避
難
見
通
し
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
流
通
備
蓄
の
手
配
、
自
衛
隊

派
遣
要
請
や
政
府
へ
の
物
資
支
援
を
要
請
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
避
難
所
運
営
の
机
上
訓
練
な
ど

様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
研
修

会
や
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
防
災
対
策
上

の
必
要
性
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
本
町

は
苫
前
地
区
と
古
丹
別
地
区
の
２
大
集
落
を

抱
え
て
お
り
、
被
災
想
定
が
異
な
っ
て
い
る

た
め
全
町
一
斉
の
避
難
訓
練
な
ど
の
実
施
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
苫
前
地
区
で
の
、

外
部
専
任
講
師
を
活
用
し
た
研
修
会
や
防
災

訓
練
の
実
施
は
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

古
丹
別
地
区
で
は
町
内
会
に
よ
る
防
災
訓

練
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
各
町
内
会
独
自

の
防
災
訓
練
、
研
修
会
等
の
開
催
は
町
内
会

に
よ
っ
て
も
十
分
可
能
で
は
な
い
か
と
評
価

し
て
い
る
。

令和５年３月定例会
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予算特別委員会予算特別委員会

令和５年度予算令和５年度予算

慎重な中でも真剣議論慎重な中でも真剣議論！！！！

委員長委員長

村本　隆

副委員長副委員長

田沢　収

質　

西　

委
員

　

指
定
管
理
料
や
業
務
委
託
に
お
い
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
や
原
油
高
騰
、
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
が
大
き
い
場
合
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
業

務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

成
川
総
務
財
政
課
長

　

原
則
論
で
は
契
約
変
更
は
難
し
い
が
、

過
去
に
は
、
燃
油
高
騰
の
際
に
特
別
対
策

を
講
じ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
柔
軟
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質　

西　

委
員

　

古
丹
別
中
学
校
が
令
和
４
年
度
で
閉
校
と

な
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
管
理
は
ど
う
な

る
の
か
。
逐
次
適
正
に
管
理
で
き
る
か
。

答　

成
川
総
務
財
政
課
長

　

教
育
財
産
か
ら
普
通
財
産
へ
と
所
管
替
え

と
な
る
予
定
。
現
在
、
再
活
用
の
予
定
が
な

く
、
営
繕
措
置
は
施
さ
な
い
が
危
険
防
止
の

観
点
で
の
対
応
と
な
る
。

質　

田
沢
委
員

　

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
補
助
金
の
増

額
理
由
は
。

答　

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

光
熱
費
の
高
騰
に
よ
る
増
額
。

質　

田
沢
委
員

　

｢

障
害｣

と｢

障
が
い｣

表
記
の
違
い
は
。

答　

名
畑
保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

国
や
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は｢

障
害｣

、
そ
れ
以
外
は｢

障
が
い｣

を
使
用

し
て
い
る
。

質　

伊
藤
委
員

　

障
害
者
管
理
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
委
託

料
・
障
害
者
計
画
策
定
業
務
委
託
料
の
令

和
５
年
の
計
画
と
は
。

質　

伊
藤
委
員

　

生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
補
助
金
の
減

額
は
、
福
祉
有
償
事
業
利
用
者
の
減
か
。

そ
れ
と
も
に
こ
に
こ
タ
ク
シ
ー
利
用
に
よ

る
減
か
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

町
の
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
を
計
画
。
３

年
に
一
度
の
見
直
し
で
、
第
７
期
障
害
者

福
祉
計
画
と
第
３
期
障
害
児
福
祉
計
画
の

こ
と
で
あ
る
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

福
祉
有
償
運
送
事
業
に
お
い
て
、
利
用

者
の
多
く
は
透
析
患
者
だ
が
、
透
析
利
用

者
の
減
少
に
よ
る
減
額
。

質　

早
川
委
員

　

国
鉄
羽
幌
線
代
替
輸
送
確
保
基
金
繰
入

金
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
約
５
年
で
底
を
つ

く
の
で
は
。

答　

加
賀
谷
総
合
政
策
室
長

　

基
金
が
底
を
つ
い
た
場
合
、
公
共
交
通

対
策
で
あ
る
た
め
、
一
般
財
源
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

質　

早
川
委
員

　

Ｊ
Ａ
る
も
い
販
路
拡
大
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
負

担
金
は
昨
年
同
様
の
内
容
か
。
他
町
村
で
は

農
産
物
以
外
の
購
入
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
。

答　

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

現
在
、
首
都
圏
と
札
幌
圏
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
の
特
産
品
購
入
に
充
て
る
が
、
各
市
町

村
の
事
情
も
あ
り
、
農
産
物
以
外
の
購
入
も

あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

で
協
議
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

答　

加
賀
谷
総
合
政
策
室
長　

　

現
在
示
さ
れ
て
い
る
計
算
式
が
少
な
く
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
数
値
化
す
る
の
は

確
か
に
難
し
い
。
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
を
基
本

線
と
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
の
部
分
は
、
計
画
で

も
最
終
の
段
階
に
お
い
て
考
え
て
い
く
。

質　

間
宮
委
員

　

北
海
道
風
車
ま
つ
り
で
は
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
豊
穣
太
鼓
の
披
露
を
願
い
た
い
。

答　

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

開
催
内
容
は
、
実
行
委
員
会
で
計
画
さ
れ

る
。
内
部
で
も
検
討
し
開
催
内
容
を
取
り
ま

と
め
る
。

答　

成
川
総
務
財
政
課
長

　

い
ず
れ
は
底
を
つ
く
。

質　

西　

委
員

　

町
有
林
の
植
樹
に
お
い
て
、
脱
炭
素
の
取

り
組
み
に
含
め
る
と
言
う
が
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸

収
率
な
ど
、
ど
の
計
算
式
を
用
い
る
の
か
。

　

森
林
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
の
数
値

は
、
計
算
式
に
よ
っ
て
は
正
確
性
を
欠
く
。

未
来
に
環
境
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
雑
に
な

ら
ず
に
丁
寧
に
本
質
的
な
展
開
を
す
べ
き
。

質　

西　

委
員

　

風
車
祭
り
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
昨
年
度
は
風
車
祭
り
の
代
替
え
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
と
ま
ま
え
マ
ル

シ
ェ
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
対
策
の

交
付
金
を
活
用
し
た
が
、
今
後
は
見
込
め

な
い
。
風
車
ま
つ
り
の
中
で
マ
ル
シ
ェ
を

兼
ね
る
。

答　

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

予
定
地
で
の
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
率
は
計
算
し

て
い
な
い
が
、
国
な
ど
の
研
究
機
関
の
計
算

式
を
用
い
る
。
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答　

宮
前
子
ど
も
教
育
課
長
補
佐

　

漢
字
検
定
試
験
は
年
に
３
回
開
催

さ
れ
、
人
数
が
集
ま
れ
ば
そ
の
場
所

で
受
験
で
き
る
。
小
学
生
か
ら
中
学

生
ま
で
年
１
回
分
を
計
上
し
て
い

る
。

質　

伊
藤
委
員

　

教
育
の
新
規
事
業
、
漢
字
検
定
試

験
受
験
料
補
助
金
の
内
容
は
。

質　

伊
藤
委
員

　

送
料
で
の
町
民
還
元
や
一
部
町
民
に

も
送
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
等
の
経
費

の
考
え
方
を
変
更
し
て
は
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
事
も
、
行
政

は
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

風
車
ま
つ
り
の
中
で
販
路
拡
大
を

す
る
。

質　

伊
藤
委
員

　

風
車
ま
つ
り
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー
等

の
余
興
や
同
時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
む
所
。
と
ま
ま
え
マ
ル
シ
ェ
は

苫
前
の
物
を
町
民
に
購
入
し
て
も
ら

う
地
産
品
地
消
。
更
に
地
方
発
送
す

る
こ
と
に
よ
る
広
告
の
意
味
合
い
も

あ
る
。
町
民
に
非
常
に
好
評
で
あ
り

町
民
ニ
ー
ズ
も
高
い
。

質　

伊
藤
委
員

　

苫
前
商
業
高
校
の
国
際
交
流
事
業

補
助
は
コ
ロ
ナ
も
終
息
し
つ
つ
あ
り

復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
内
容
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

生
徒
数
も
減
少
し
て
い
る
中
、
こ
の

ま
ま
の
継
続
で
良
い
の
か
。
学
生
の

意
向
調
査
等
の
検
証
が
必
要
で
は
。

答　

宮
前
子
ど
も
教
育
課
長
補
佐

　

詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
英

語
圏
へ
２
名
の
派
遣
は
決
定
し
て
い

る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
高
校
と
協
議

し
、
よ
り
良
い
支
援
を
模
索
し
て
い

く
。

質　

早
川
委
員

　

高
校
運
営
事
業
補
助
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
内
容
は
。

答
　
宮
前
子
ど
も
教
育
課
長
補
佐

　
高
校
魅
力
化
や
道
外
募
集
、
地
域

質　

早
川
委
員

　

現
在
、
苫
前
商
業
高
校
は
地
域
連

携
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
今

年
は
６
名
の
入
学
予
定
で
、
来
年
も

10
名
以
下
の
場
合
は
ど
う
な
る
の

か
。

　

地
元
生
徒
の
進
学
に
力
を
入
れ
て

欲
し
い
。

質　

早
川
委
員

　

同
じ
く
運
営
事
業
補
助
、
生
徒
募

集
活
動
費
の
減
額
理
由
は
。

答　

宮
前
子
ど
も
教
育
課
長
補
佐

　

中
学
校
訪
問
を
効
率
良
く
回
る
よ

う
に
し
、
経
費
の
圧
縮
を
し
た
。

答　

長
澤
子
ど
も
教
育
課
長

　

地
域
連
携
校
の
場
合
、
令
和
６
年

５
月
１
日
現
在
の
第
１
学
年
の
在
学

生
が
一
桁
で
２
年
続
け
て
10
名
未
満

に
な
る
と
、
令
和
７
年
か
ら
令
和
９

年
ま
で
の
学
校
配
置
計
画
が
策
定
さ

れ
、
令
和
９
年
募
集
停
止
、
令
和
10

年
閉
校
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

地
元
中
学
生
は
普
通
科
高
校
希
望

が
高
い
。
苫
前
商
業
高
校
生
徒
と
小

中
学
生
の
交
流
も
計
画
し
て
い
る
。

苫
前
商
業
高
校
が
選
択
肢
の
一
つ
に

質　

西　

委
員

　

苫
前
漁
港
整
備
の
議
論
の
経
過
を
説

明
願
う
。
完
成
ま
で
時
間
が
か
か
る
が
、

漁
業
者
へ
の
影
響
や
漁
業
後
継
者
、
若

い
漁
業
者
と
も
議
論
を
進
め
、
漁
師
が

な
い
が
し
ろ
と
な
ら
な
い
よ
う
な
整
備

計
画
に
し
て
欲
し
い
。

答　

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

ホ
タ
テ
岸
壁
の
排
水
能
力
に
絡
み
整

備
要
望
が
あ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
協

議
が
始
ま
り
ホ
タ
テ
岸
壁
の
移
設
な
ど

の
議
論
が
昨
年
度
よ
り
本
格
化
さ
れ

た
。
沖
合
展
開
の
方
法
の
議
論
を
一
般

漁
業
者
も
交
え
て
協
議
さ
れ
、
最
終
的

に
こ
の
計
画
案
で
漁
協
か
ら
も
要
望
提

案
が
あ
っ
た
。
10
年
近
く
か
か
る
事
業

と
な
る
の
で
後
継
者
の
方
な
ど
に
も
意

見
を
聴
取
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い

き
た
い
。

質　

田
沢
委
員

　

特
定
空
家
等
除
去
工
事
は
行
政
代
執

行
な
の
か
。

答　

星
建
設
課
長

　

網
を
掛
け
た
り
、
板
を
張
る
な
ど
の

最
低
費
用
で
、
10
万
円
の
計
上
。
少
額

で
あ
り
、
行
政
代
執
行
で
は
な
い
。

答　

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

物
販
棟
で
は
、
い
か
に
地
元
特
産
品

の
販
路
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
か
、
苫
前

町
の
観
光
拠
点
と
し
て
観
光
窓
口
の
位

置
づ
け
と
す
る
。

質　

西　

委
員

　

こ
の
春
よ
り
物
販
棟
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
で
ふ
わ
っ
と
一
連
の
大
規
模
改

修
が
終
了
し
、
心
機
一
転
と
な
る
。
し

つ
ら
え
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
で
現
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
大

事
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
目
標
、
目
的

を
掲
げ
た
の
か
。

と
学
校
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
様
々

な
業
務
を
担
っ
て
も
ら
い
、
教
員
負

担
の
軽
減
に
向
け
て
１
名
を
雇
用

し
、
１
２
０
日
分
の
計
上
を
し
た
。

な
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

答　

開
発
教
育
長

　

学
校
配
置
計
画
に
お
い
て
、
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
内
容
や
効
果
を
勘
案

し
た
時
期
を
集
中
取
組
期
間
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
地
域
の
教
育
維
持
存
続

に
向
け
、
大
き
な
変
動
が
あ
る
場
合
や

地
域
に
お
け
る
実
情
に
よ
り
集
中
取
組

期
間
が
見
直
さ
れ
る
。

とままえマルシェ

養殖実証試験、展開を

計画に盛り込まれている苫前漁港
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質　

西　

委
員

　

観
光
拠
点
の
窓
口
と
い
う
が
ど
の
よ

う
な
展
開
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
の
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
置
き
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
く
。

質　

西　

委
員

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と
は
、
今

ま
で
や
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
、

も
っ
と
真
剣
に
多
方
面
と
協
議
し
、
改

め
て
目
的
や
目
標
を
掲
げ
、
町
民
の
愛

さ
れ
る
、
訪
れ
た
方
と
交
流
で
き
る
施

設
に
と
な
る
よ
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

質　

西　

委
員

　

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
子
ど
も
の

数
の
減
少
か
ら
転
換
期
を
迎
え
て
き
て

い
る
。
こ
ど
も
園
の
運
営
で
は
、
法
人

営
で
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
子
ど

も
の
数
の
減
少
に
よ
る
影
響
が
出
始
め

て
い
る
。
こ
ど
も
子
育
て
条
例
を
制
定

し
て
い
る
わ
が
町
と
い
う
こ
と
で
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
検
証
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答　

開
発
教
育
長

　

子
育
て
は
最
も
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
。
条
例
で
は
各
々
役
割
が
明
文
化

さ
れ
て
お
り
、
町
全
体
で
子
育
て
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
各
方
面
と
の
協

議
の
場
を
設
け
た
い
。

質　

伊
藤
委
員

　

農
林
水
産
費
の
有
害
鳥
獣
対
策
で
は

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
頭
数
が
２
０
６
頭

の
報
告
が
あ
る
が
、
２
課
の
殺
処
分
は

職
員
が
や
っ
て
い
る
の
か
。

答　

島
田
住
民
生
活
課
長

　

住
民
生
活
課
の
殺
処
分
は
、
職
員
が

ガ
ス
で
行
っ
て
い
る
。

答　

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

農
林
水
産
課
も
同
様
に
、
職
員
が
ガ

ス
で
行
っ
て
い
る
。

答　

小
澤
副
町
長

　

精
神
的
に
も
非
常
に
大
変
で
あ
り
、

管
内
の
副
町
長
会
で
も
検
討
し
て
い
く
。

質　

磯
崎
委
員

　

た
こ
あ
げ
大
会
実
行
委
員
会
で
予
算

が
無
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

教
育
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
来
は
商
工
労
働
観
光
課
の
所
管

で
は
な
い
か
。

答　

森
社
会
教
育
課
長

　

６
月
補
正
で
上
程
を
考
え
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
と
す

で
に
話
し
合
っ
て
い
る
。

　

当
初
、
た
こ
あ
げ
大
会
は
社
会
教
育

課
で
始
ま
っ
た
。
後
に
物
販
の
部
分
は

商
工
労
働
観
光
課
で
担
当
し
て
い
る
。

答　

長
澤
子
ど
も
教
育
課
長

　

中
学
校
の
統
廃
合
は
、
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
が
、
学
校
、
保
護
者
な
ど
関

係
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し

て
い
る
。
統
合
が
目
的
で
は
な
く
今
後

の
中
学
校
で
の
運
営
が
大
事
な
の
で
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
子
ど
も
は
宝
で

あ
り
、
元
気
で
健
や
か
な
姿
で
い
ら
れ

る
よ
う
願
い
を
込
め
た
い
と
思
う
。

答　

小
澤
副
町
長

　

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
予
定
し
て

い
る
。
町
内
外
を
含
め
て
Ｐ
Ｒ
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質　

伊
藤
委
員

　

殺
処
分
は
生
き
物
を
殺
生
す
る
苦
痛
・

ス
ト
レ
ス
が
非
常
に
大
き
い
。
死
体
処

理
は
、
衛
生
施
設
組
合
へ
２
名
体
制
で

行
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
通
常
業
務
へ

の
影
響
も
あ
る
。
比
較
的
若
い
職
員
が

担
当
す
る
こ
と
も
多
く
、
早
期
退
職
の

可
能
性
も
あ
る
。

　

他
町
村
も
同
様
の
問
題
が
あ
り
、
広

域
で
何
ら
か
の
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

担
当
課
で
は
な
く
、
町
と
し
て
対
応
策

を
。

質　

西　

委
員

　

古
丹
別
中
学
校
と
苫
前
中
学
校
の
統

廃
合
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
支
え
る
た
め
に
、
環
境
の
変
化

は
否
め
な
い
中
で
じ
っ
く
り
観
察
し
対

応
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
今
後
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
想
い
を
持
っ
て
い
る
か
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

質　

早
川
委
員

　

特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
が

低
い
よ
う
で
あ
る
が
実
績
は
。

答　

島
田
住
民
生
活
課
長

　

特
定
健
診
は
令
和
３
年
１
４
５
名
、

質　

早
川
委
員

　

保
健
師
は
間
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

答　

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

職
員
３
名
、
会
計
年
度
任
用
職
員
１

名
の
４
名
体
制
で
あ
る
。
充
分
で
は
な

く
、
継
続
し
て
募
集
し
て
い
く
。

●　

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計　　

　　

質　

伊
藤
委
員

　

高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
推
進
事
業
補
助

金
が
科
目
設
定
の
理
由
は
。

　

町
の
中
に
小
さ
な
サ
ロ
ン
が
多
く
あ

る
と
良
い
と
聞
く
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
等

に
推
進
し
て
は
。

答　

名
畑
保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

平
成
29
年
に
旭
地
区
で
設
立
以
降
実

績
が
無
い
。
希
望
が
あ
れ
ば
補
正
す
る
。

要
件
が
週
１
回
、
年
間
40
回
、
１
回
１

時
間
以
上
で
平
均
高
齢
者
５
名
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

● 

下
水
道
事
業
特
別
会
計　
　
　
　
　
　

質　

伊
藤
委
員

　

下
水
道
汚
泥
の
有
効
利
用
検
討
業
務

委
託
料
の
説
明
を
。

答　

星
建
設
課
長

　

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
理
に

令
和
２
年
１
２
３
名
。

　

人
間
ド
ッ
ク
は
令
和
３
年
25
名
、
令

和
２
年
24
名
で
あ
る
。

完成した道の駅物販棟

捕獲されたアライグマ
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質　

伊
藤
委
員

　

酪
農
現
場
に
お
い
て
も
、
糞
尿
処
理

の
選
択
方
法
に
よ
っ
て
は
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
大
き
く
金
食
い
虫
と
な
る

場
合
も
あ
る
。
我
々
議
員
も
勉
強
す
る

時
間
が
必
要
。
検
討
中
の
情
報
共
有
を

願
う
。

答　

星
建
設
課
長

　

逐
次
、
情
報
提
供
し
な
が
ら
、
方
法

論
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
。

●　
　
　
　
　

総
括
質
疑　
　
　
　
　
　

質　

田
沢
委
員

　

歳
入
に
お
い
て
地
方
交
付
税
の
占
め

る
割
合
が
大
き
く
、
現
在
交
付
さ
れ
て

対
策
が
必
要
か
と
思
う
。
役
場
職
員
採

用
な
ど
も
現
状
大
変
だ
と
感
じ
て
い
る
。

町
内
も
そ
う
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
交
流
が
図
れ
な
い
場

面
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
は
し
っ
か
り

と
交
流
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

答　

福
士
町
長

　

い
か
に
町
民
の
声
を
吸
い
上
げ
て
行

政
で
展
開
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
地
域
の
あ
り
方
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
町
民

の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
苫
前
で
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

予
算
編
成
に
お
い
て
も
新
し
い
も
の
を

取
り
入
れ
て
編
成
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
。

　

人
材
の
確
保
は
大
切
で
あ
る
。
子
育

て
に
つ
い
て
も
全
力
を
挙
げ
て
施
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。
産
業
は
人
材
確
保

の
点
で
大
変
に
な
っ
て
く
る
。
合
理
的

に
産
業
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
行
政

は
何
が
出
来
る
か
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。
高
齢
者
が
元
気
で
、
安

全
安
心
に
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け

る
マ
チ
に
し
た
い
。

答　

福
士
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
税
外

収
入
、
自
主
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
お
い
て

き
た
。
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
進
め
た
。
い
か
に
返
礼

品
の
商
品
を
開
発
し
て
い
く
か
に
尽
き

る
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
新
商
品
の
開

発
と
い
っ
た
こ
と
に
働
き
か
け
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
１
億
円
に
到

達
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

年
間
２
千
万
円
か
か
っ
て
い
る
経
費
の

軽
減
を
は
か
り
た
い
。
現
在
は
汚
泥
を

深
川
地
区
に
搬
入
し
て
い
る
が
閉
鎖
と

な
る
た
め
、
石
狩
に
搬
入
と
な
り
、
今

後
経
費
の
増
額
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

質　

西　

委
員

　

骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
で
は
、
経
常

経
費
的
な
予
算
が
中
心
だ
か
、
経
常
経

費
は
住
民
に
密
着
し
た
こ
と
が
多
く
、

し
っ
か
り
と
見
つ
め
直
さ
な
く
て
は
い

け
な
い
。

　

人
口
の
減
少
は
今
後
も
進
み
、
こ
こ

数
年
は
、
予
想
よ
り
は
る
か
に
速
度
が

速
く
進
ん
で
き
た
。
そ
の
速
度
に
町
の

対
応
は
つ
い
て
い
け
て
い
る
か
。
ど
の

ラ
イ
ン
で
人
口
減
少
を
止
め
よ
う
と
考

え
動
い
て
い
る
か
。
そ
の
時
に
町
民
は
、

ど
の
よ
う
な
夢
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

今
、
す
べ
き
こ
と
は
何
と
考
え
る
か
。　

住
民
自
治
の
中
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
、
団
体
自
治
と
し
て
大

い
る
額
で
は
満
足
い
か
な
い
。
課
題
と

し
て
自
主
財
源
の
確
保
が
大
事
に
な
っ

て
く
る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
最
適
だ

と
思
う
。
本
町
の
実
績
と
し
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
急
増
し
た
。
道
外
、
関
東

圏
が
多
く
埼
玉
に
米
を
出
荷
す
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
交
付
金
を
使
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
農
産
品

を
配
っ
た
成
果
が
出
て
い
る
と
思
う
。

多
額
の
予
算
を
投
じ
た
が
、
良
い
事
業

を
行
っ
た
。
今
度
は
大
都
市
を
中
心
に

Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

風
力
発
電
事
業
に
お
い
て
の
売
電
益

を
得
て
い
る
が
送
電
線
網
の
整
備
が
課

題
だ
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
発
電
に
お
い
て
、
国

は
柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

町
長
は
、
中
央
と
の
パ
イ
プ
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
送
電
線
網
の
整
備
に
力
を

発
揮
し
て
欲
し
い
。

切
な
住
民
へ
の
寄
り
添
い
、
こ
の
こ
と

に
対
し
て
今
一
度
、
苫
前
町
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
で
み

ん
な
と
共
に
暮
ら
す
と
い
う
想
い
を
共

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

予
算
編
成
に
お
い
て
経
常
経
費
の
点

検
や
検
証
が
ど
う
の
よ
う
に
な
さ
れ
、

今
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
は
ど
こ
に
あ
り
、
何
を
町
に

期
待
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。
町

長
、
副
町
長
は
提
出
し
た
予
算
に
対
す

る
想
い
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
。

　

今
後
は
、
激
変
し
、
無
く
な
っ
て
し

ま
う
産
業
分
野
な
ど
は
既
に
予
測
が
立

つ
。
今
、
従
事
す
る
人
材
不
足
を
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
や
手
立
て
が

必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

　

人
材
を
確
保
す
る
大
変
さ
と
同
時
に
、

町
内
の
人
材
を
大
切
に
し
、
育
成
を
す

る
必
要
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
今
年

度
計
上
さ
れ
た
予
算
で
も
、
様
々
な
場

面
で
住
民
に
ご
協
力
い
た
だ
く
場
面
が

多
く
あ
る
が
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
官
民
協
働
の
作
業
が
必
要

と
考
え
て
い
る
か
。

風
力
発
電
の
売
電
に
お
い
て
は
、
議
員

時
代
に
リ
プ
レ
ー
ス
を
す
る
べ
き
と
当

時
の
町
長
に
食
い
下
が
っ
た
。
現
在
は

新
し
い
風
車
が
微
風
で
も
回
り
、
町
民

還
元
が
で
き
た
。
日
本
海
の
風
を
利
用

し
な
い
手
は
な
い
と
先
日
開
か
れ
た
自

民
党
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
議
連
で
も

具
体
的
に
進
言
し
て
き
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
管
内
的
に
送
電
線
網
の
整
備
に

力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。
今
後
も
風
力
発
電
を
含
め
て
税
外

収
入
、
自
主
財
源
の
確
保
に
力
を
注
い

で
い
く
。
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汚泥有効利用の検討が

行われる下水処理場

答　

小
澤
副
町
長

　

骨
格
予
算
で
は
あ
る
が
、
前
年
度
の

執
行
を
み
て
、
住
民
の
意
見
な
ど
も
勘

案
し
予
算
を
組
ん
で
き
た
。
需
用
費
の

燃
料
費
等
な
ど
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、



建設が進むゴミ処分場

委員会レポート委員会レポート

起債の繰上償還・苫前漁港蓄養実証事業起債の繰上償還・苫前漁港蓄養実証事業

漁協冷蔵庫製氷用冷凍機の改修など漁協冷蔵庫製氷用冷凍機の改修など

総務産業常任委員会・臨海地域特別委員会

総
務
産
業

常
任
委
員
会

２月 17 日
　　 22 日

●
苫
前
町
商
工
会
事
業

・
商
工
会
運
営
事
業

補
助
予
定
額　

４
１
７
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興
券
発
行
事
業

補
助
予
定
額　

９
３
４
万
円

・
商
工
会
館
外
壁
等
改
修
事
業

補
助
予
定
額　

４
２
４
万
円

●
観
光
施
設
の
改
修
工
事

・
夕
陽
ヶ
丘
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

看
板
補
修
・
炭
捨
て
場
改
修

工
事
予
定
額　

１
１
２
万
円

●
住
民
生
活
課
所
管
主
要
事
業

・
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
、

伴
走
型
応
援
支
援
、
シ
ス
テ
ム
構
築
等
導
入

令
和
４
年
度
予
算
２
４
６
０
万
円

令
和
５
年
度
予
算
１
５
０
０
万
円

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
基
更
新

予
算
額　

３
１
２
万
円

・
ご
み
収
集
車
両
の
購
入

じ
ん
芥
車
・
資
源
分
別
車

予
算
額　

２
７
６
９
万
円

・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
負
担
金

負
担
額　

２
３
６
８
万
円

・
羽
幌
町
外
２
町
村
衛
生
施
設
組
合

負
担
金　

３
億
６
３
３
７
万
円

●
苫
前
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策

定
　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
初
動
体

　

昨
年
皆
伐
し
た
山
に
ミ
ズ
ナ
ラ
５
３
０

０
本
を
植
樹

事
業
費　

１
０
１
８
万
円

●
苫
前
漁
港
港
内
蓄
養
実
証
事
業

　

時
化
（
シ
ケ
）
や
漁
期
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
の
出
荷
調
整
や
通
年
出
荷
体

制
の
可
能
性
を
第
３
港
区
（
現
ホ
タ
テ
養
殖

作
業
ふ
頭
前
）に
て
蓄
養
実
証
試
験
を
行
う
。

業
務
委
託
料　

２
９
９
万
円　

●
製
氷
用
エ
バ
ポ
レ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ン
デ

ン
サ
ー
改
修
事
業
補
助

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
の
苫
前
冷
蔵

庫
に
あ
る
製
氷
用
冷
凍
機
の
エ
バ
コ
ン
改

修
事
業
の
一
部
を
補
助

補
助
金
額　

５
１
１
万
円

●
上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
の
扉
修
繕

予
算
額　

１
０
０
０
万
円

●
電
気
柵
の
購
入
事
業

　

苫
前
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
へ

無
償
貸
付
し
、
同
会
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
農

業
者
へ
８
年
間
無
償
貸
付
し
運
用
す
る
。

補
正
額　

３
８
９
０
万
円
増
額

●
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

へ
の
補
助

　

る
も
い
農
協
苫
前
支
所
が
新
設
す
る
事

業
（
穀
物
サ
イ
ロ
（
５
０
０
ｔ
×
３
基
））

へ
の
補
助

補
助
額　

１
億
３
２
０
０
万
円

令
和
４
年
補
正
予
算
に
て

●
令
和
５
年
度
北
留
萌
消
防
組
合
予
算

・
古
丹
別
支
署
建
築
工
事
基
本
・
実
施
設
計

委
託
料

予
算
額　

２
２
０
７
万
円

・
人
工
呼
吸
器
更
新

予
算
額　

１
３
１
万
円

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

令
和
５
年
度
寄
付
目
標
額
７
０
０
０
万
円　

●
総
合
政
策
室
所
管
主
要
事
業

・
遠
別
民
放
ラ
ジ
オ
中
継
局
協
議
会
負
担
金

予
算
額　

６
３
８
万
円

・『
広
報
と
ま
ま
え
』
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
５
年
度
よ
り
編
集
作
業
を
自
庁
処
理

し
、
町
職
員
全
体
の
広
報
技
術
向
上
を
図
る

予
算
計
上
額　

３
０
３
万
円

・
生
活
路
線
バ
ス
等
維
持
費
補
助
金　
　

予
算
額　

２
１
６
７
万
円

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
羽
幌
・
旭
川
を

結
ぶ
「
特
急
あ
さ
ひ
か
わ
号
」
が
往
復
１
便

広報とままえ　４月号　25 頁

制
の
整
備
、
仮
置
場
や
処
理
ル
ー
ト
の
確
保

等
を
迅
速
適
切
に
行
う
に
す
る
た
め
制
定
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
策
定
す

る
。

●
苫
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

　

国
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
う
。

●
臨
時
財
政
対
策
債
の
繰
上
償
還

　

起
債
の
柔
軟
性
が
増
し
て
い
る
状
況
と
理

論
償
還
方
式
の
利
点
を
鑑
み
、
臨
時
財
政
対

策
債
９
億
０
７
２
９
万
円
を
繰
り
上
げ
償
還

し
、
今
後
の
町
財
政
を
よ
り
堅
実
、
か
つ
、

安
定
的
に
運
営
す
る
。

●
二
次
救
急
医
療
体
制
確
保
に
係
わ
る

負
担
金
算
定
方
法
の
見
直
し

　

留
萌
市
立
病
院
の
二
次
救
急
医
療
分
の
差

引
額
に
苫
前
町
の
救
急
搬
送
件
数
を
乗
じ
て

負
担
金
額
を
算
定
す
る
。　

●
町
有
林
人
工
造
林
工
事

穀類乾燥調製施設



・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
天
井
照
明
器
具
取

替
工
事
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
取
替

予
算
額　

88
万
円

臨
海
地
域

特
別
委
員
会

２月 22 日

●
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
・
道
の
駅
「
風
Ｗ
と
ま
ま
え
」

直
売
所
「
よ
っ
て
け
屋
」
完
成
式
典

　

令
和
５
年
４
月
28
日

　

と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と

●
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理

に
基
づ
く
維
持
修
繕

・
バ
ス
修
繕
分
委
託
料
５
０
０
万
円

・
維
持
修
繕
委
託
料　

３
０
０
万
円

　

    　
　

 

・
指
定
管
理
料　

    

７
７
０
０
万

第
１
回

臨
時
議
会

２月 20 日

●
一
般
会
計
補
正
予
算

・
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　

３
億
円

・
穀
類
乾
燥
調
製
施
設
貯
蔵
施
設
新
設
増
強
事
業

債

１
億
３
２
０
０
万
円

・
若
年
者
雇
用
促
進
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
９
千
円

一
般
会
計
総
額

　

61
億
２
１
３
８
千
円

・
苫
前
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
条
例

・
苫
前
町
議
会
情
報
公
開
条
例

・
苫
前
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
に
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
令
和
5
年
４
月
１
日
か

ら
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
に
よ
り
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
と
な
る
が
、
議
会
は
こ
の

ル
ー
ル
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
個

人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
を
確
保
し
、
開

示
請
求
が
あ
っ
た
際
に
は
適
切
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
。
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・
内
交
付
金
１
０
０
万
円

●
令
和
５
年
度
水
道
事
業

・
浄
水
場
耐
震
化
補
強
詳
細
設
計

予
算
額　

１
９
４
７
万
円

・
浄
水
場
設
備
更
新
詳
細
設
計予

算
額　

５
０
８
万
円

●
債
権
の
放
棄

消
滅
時
効
に
係
る
時
効
期
間
を
経
過　
　

放
棄
金
額　

35
万
円

●
町
道
路
線
の
変
更

町
道
小
川
線
の
１
部
を
廃
線

●
苫
前
商
業
高
等
学
校
入
試
出
願
状
況
及
び
生

徒
募
集
対
策
・
魅
力
化
事
業

・
40
名
定
員
に
対
し
６
名
の
出
願

・
新
規
参
画
事
業
と
し
て
、
地
域
み
ら
い
留
学
へ

の
参
画

・
苫
前
商
業
高
等
学
校
後
援
会
に
対
す
る
補
助

補
助
金　

９
２
４
万
円

・
苫
前
町
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

指
定
管
理
料　

２
２
３
３
万
円

●
社
会
体
育
施
設
の
改
修
工
事

・
三
角
点
ス
キ
ー
場
照
明
改
修
工
事

木
柱
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
、
器
具
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

へ
変
更

予
算
額　

９
０
２
万
円

照明が更新される三角点スキー場

運
行
開
始

●
令
和
５
年
度
土
木
事
業

・
道
路
除
排
雪
業
務
委
託
料

予
算
額　

１
億
２
７
５
３
万
円

・
旭
長
島
線
歩
道
整
備
工
事

工
事
延
長　

１
５
０
ｍ予

算
額　

５
０
０
０
万
円

・
夕
陽
ヶ
丘
線
改
良
舗
装
工
事

工
事
延
長　

１
２
６
ｍ予

算
額　

２
５
９
２
万
円

・
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
業
務

・
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
業
務
委

託　

51
橋
分

予
算
額　

６
１
３
万
円

・
橋
り
ょ
う
修
繕
工
事　

４
橋
分

予
算
額　

２
０
２
３
万
円

●
令
和
５
年
度
建
築
事
業

北
斗
団
地
・
川
添
団
地
の
居
住
環
境
改
善

予
算
額　

３
１
１
５
万
円

●
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業

・
下
水
道
基
本
計
画
見
直
し
業
務
委
託
料

予
算
額　

５
０
４
万
円

内
交
付
金
２
５
０
万
円

・
下
水
道
汚
泥
の
有
効
利
用
検
討
業
務
委
託
料

予
算
額　

８
０
０
万
円

内
交
付
金
４
０
０
万
円

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
改
築
更
新
工
事

予
算
額　

１
億
６
４
０
０
万
円

内
交
付
金　
　

８
７
３
０
万
円

水
洗
ト
イ
レ
改
造
等
補
助
金

予
算
額　

６
０
０
万
円



編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
か
ら
早
く
も
３
年
が
過
ぎ

去
り
、
よ
う
や
く
マ
ス
ク
の
着
用

が
各
自
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
５

月
８
日
か
ら
は
第
５
類
に
移
行
、

徐
々
に
平
常
な
生
活
様
式
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
以
前
の
様
に
皆
さ

ん
の
お
顔
を
拝
見
し
な
が
ら
意
見
を

聞
く
場
を
多
く
持
ち
、
町
へ
の
要
望

等
を
聞
き
、
議
会
報
を
通
じ
て
町
情

勢
を
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

早
い
も
の
で
今
年
は
統
一
地
方
選

挙
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
生
議

員
と
し
て
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
４
年
間
広
報
委
員
と
し
て
町

の
様
子
や
議
会
の
様
子
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
編
集
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
５
年
度
か
ら

は
新
た
な
委
員
体
制
で
取
り
組
む
事

と
な
り
ま
す
。
何
か
お
気
づ
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
意
見
等
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
も
町
民
皆
さ
ん
が
ご
健
勝
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

文
責　

早
川　

日
出
利

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
１
年
間
で
４
回
の
発
行
、
４
年
間
で
16
回
の

議
会
だ
よ
り
を
発
行
。
毎
回
、
西
委
員
長
、
伊
藤
副
委
員
長
を

中
心
に
試
行
錯
誤
、
暗
中
模
索
の
な
か
編
集
作
業
を
し
ま
し
た
。

い
か
に
、
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
読
ん
で
も
ら
え
る
か
、
そ
し

て
議
員
が
、
ど
の
様
な
意
図
の
発
言
を
し
、
町
側
か
ら
ど
ん
な

答
え
を
引
き
出
し
て
き
た
の
か
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
４
年
間
、
旧
議
場
か
ら
苫
前
消
防
の
２
階
の
仮
議
場
、
苫

前
コ
ミ
セ
ン
の
３
階
の
新
議
場
へ
と
場
を
移
し
、
今
と
な
っ
て
は

懐
か
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー

は
変
わ
り
な
が
ら
も
発
行
は
続
き
ま
す
の
で
、
架
け
橋
の
一
つ
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
、
御
愛
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
４
年

間
の
お
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

苫前商業高校生徒さんたち
議会傍聴

マ
チ
の
こ
と
を
知
る
機
会
に

　

３
月
８
日
苫
前
商
業
高
等
学
校

の
２
年
生
６
人
と
佐
藤
校
長
先
生

ら
４
人
が
、
令
和
５
年
度
第
１
回

定
例
議
会
を
傍
聴
。
４
月
に
統
一

地
方
選
挙
を
控
え
る
中
、
２
年
生

の
中
に
は
18
歳
を
迎
え
る
生
徒
も

い
る
こ
と
か
ら
、
町
政
に
触
れ
る

機
会
作
り
に
実
施
し
た
。
こ
の
日

は
５
年
度
会
計
予
算
案
の
提
案
理

由
説
明
が
行
わ
れ
、
苫
前
商
業
高

等
学
校
後
援
会
補
助
金
や
各
種
資

格
の
取
得
費
や
寮
費
の
補
助
な
ど

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

自
治
功
労
者
表
彰

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
議
会
３
月
14
日
の
席
上
に
て
全
国
町
村
議
会
議

長
会
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
自
治
功
労
賞
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

　

町
村
議
会
議
長
７
年
以
上　
　
　
　

町
村
議
会
議
員
15
年
以
上

　
　
　
　
　
　

阿
部　

俊
一
議
長　
　
　
　
　
　
　

田
沢　

収
議
員

　　
　
　
　
　
　

阿部議長

田沢議員
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新コーナー「とままえフォトギャラリー」

　今までは「小中学生・ちびっこギャラリー」として町内の子どもたちが制作した作

品を紹介してまいりました。

　今年度から、町内で撮影された写真を募集し、「小中学生・ちびっこギャラリー」

がない号への掲載などを予定していますので、皆さんからの応募をお待ちしています。

●応募方法

　・電子メールにて、下記事項を記載し、写真データを添付して下記アドレスへ。

　・役場総合政策室へのデータ持ち込みも可能です。

●必要事項

　・氏名（匿名・ペンネームでも可）　・住所（地区）　・撮影日時、場所、テーマなど

●注意事項
　・応募いただいた作品の掲載をお約束するものではありません。

　・苫前町内で撮影されたものに限ります。　　

　・応募する方の住所は問いません。

　応募先メールアドレス：苫前町役場総合政策室　sogo@town.tomamae.lg.jp

あなたの写真で苫前の「ここがいい！」を伝えてみませんか？

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報

0令和５年４月の事故情報

交通事故ゼロ日数３月３１日現在627

発生件数

死者数

負傷者数

日

件
風力発電の風力発電の

売電状況売電状況
（町営風車「風来望」）（町営風車「風来望」）

令和５年４月分の実績

供給電力量　  供給電力量　  

　  690,210kWh　  690,210kWh

　13,666,158 円　13,666,158 円

苫
前
町
内
会
へ

苫
前
町
内
会
へ

〇
苫　

前　

福
田　

義
昭　

様

岩
見
町
内
会
へ

岩
見
町
内
会
へ

〇
岩　

見　

花
井　

忠
昭　

様

九
重
町
内
会
へ

九
重
町
内
会
へ

〇
九　

重　

竹
内　

和
子　

様

力
昼
町
内
会
へ

力
昼
町
内
会
へ

〇
力　

昼　

笹
森　

武　
　

様

岩
見
新
和
会
へ

岩
見
新
和
会
へ

〇
岩　

見　

花
井　

忠
昭　

様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
苫　

前　

福
田　

義
昭　

様

〇
岩　

見　

花
井　

忠
昭　

様

〇
苫　

前　

星
野　

恭
司　

様

    

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

　
戸
籍
の
小
箱

　
戸
籍
の
小
箱

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

小
野
寺

正し
ょ
う
ご悟　
父　

徹
記

母　

優
美

出生日

 2/24

古丹別

末
永
く
お
幸
せ
に

末
永
く
お
幸
せ
に

與
儀　

大
成　
　

平
田　

七
海

古丹別

北斗市

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

竹
内　

文
信　

81　

２
月
22
日　

九
重

齋
藤　

末
松　

93　

２
月
28
日　

上
平

岩
田　

俊
六　

78　

３
月
７
日 

古
丹
別

笹
森
惠
美
子　

85　

３
月
９
日　

力
昼

花
井
ハ
ツ
ヨ　

86　

３
月
14
日　

岩
見

星
野　

ウ
子　

90　

３
月
15
日　

苫
前

　
氏　
　
　
　

名　

 

年
齢　
　

死
亡
日　
　
　

住

夫

妻

撮
影
者

　
池
田
尊
子
さ
ん




